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大気環境問題 との 半世 紀 を顧み て

中野道雄

は じめ に

　筆者 は 当初、気象庁 地磁 気 観測所に 勤務 し、気象電気 の 観 測 、調 査 、研 究に 従事 した 。こ の 観

測所は茨城県 の 筑波 山麓に位置 し、広大な敷地 と豊か な緑 に恵 まれた 素晴ら し い 環境 を有 して い

た e 敗戦後 の 大都 市は 荒廃 し、食糧難で あ っ た こ とな どか ら、心 の 癒 し を求め て の 選 択 で もあ っ

た 。 こ こ で筆者 は、大気 中の 電位傾度 ・電気 伝導度 ・イオ ン 等 の 観測、調査 、研究 に取 り組ん だ。

　3 年後、家庭iの 都合で 大阪管区気象台に転勤 し 、 気 象電気 の 専門家の 薦め で 、気象研 究所か ら

の 研究費を得て 、 大都市で の 気象電気 現 象 の 観測に着手 した。当時は 大都 市で の 観測デ
ー

タはな

く、都市環境 の 影響が ど の よ うに 現れ るか が注 目された 。観測開始 とともに、地磁 気観測所 では

ない 異常 な現象が 現れ た。大気電位傾度 は通常 、晴天 の 場合 、常に プ ラ ス で あ るが 、大阪で は、

終 目プ ラ ス を示す 目 よ りときどきマ イナ ス を示 す 目の 方が 多か っ た。こ れ ら の 結果を解析 して 、

地球電磁 気 学会に発表 した。1952 年当時、大阪は戦後 の 経済復興が 徐徐に進む と ともに石炭燃

焼に伴 う煤煙に よる大気汚染が漸次増大 して い た こ と か ら、気象電気現象の 異常は煤煙粒 子の 影

響で はな い か と考えた。そ の 解明 の ために 、大気汚染の 測定に関心を持 ち、内外 の 文献を調 べ る

と ともに、戦前か ら煤煙調査 に先駆的に 取 り組 ん で こ られた わ が国にお け る大気汚染研 究 の 大先

達で あ る大阪市衛生研究所 （現大阪 市環境研究所）の 庄 司光 先生 （後 に 京 都大学教授、大 気環境

学会副会長）の 門 を叩 い た。こ の とき以来 、庄司先生が お 亡 くなりになるまで極めて 長い 間、先

生 の ご指導、ご支援 を受 けて 、 大気汚染の 研究 と対策に取 り組むこ とが 出来たわけで あ る。以後 、

半世紀に わ た る大気環境問題 との 取 り組み は 先生 との 出会い か ら本格的に ス タ
ー

トした。

大気汚染測定事始 め

　当時は経済優先の 時代で 大気汚染へ の 関心 は低 く、専門家 も殆 ど無か っ たこ とか ら、先ず、大

気汚染濃度 の 測定法に つ い て 検 討 した e 幸い に 当時、気象台に 測器工 場があ り有能な技術者が い

て 、そ の 人達 の 協力 の もとに
一

定量の 空気 をろ紙 を通 して 吸引 し、定速で ろ紙 を移動 させ て 、煤

塵濃度の 時間変動 を相対的 に測定す る装置 を手作 りで製作するこ とに成功 した 。 そ の 後、同 じ原

理 の 測定器 を国 立 公衆衛生 院 の 輿重 治博士 が考案 し山越製作所 が製作 、販売 し た。こ の 測定器 を

筆者も入手 し測定、調査を漸次進展 させ た。これ らの 測定データか ら汚染濃度が 高い 大気が安定

な とき に、電位傾度の 擾乱 の 発 生が 多い こ と、大気汚染濃度が気象条件 と密接 に関連 して い る こ

とを解析 に よ り明 らか に す る こ とが出来た。

近畿 地方大気汚染調査連絡会 の 設 立

　戦後 10 年 を経過 し て 経済復興が軌道 に乗 り、大気汚染が懸念 され始めた 1955 年 こ ろに は 、

まだ 大気汚染 に関心 の あ る研 究者 の なか で 片手間に大気 汚染 に取 り組 ん で い る人 が少 数 い る に

過 ぎなか っ た が、対策の 必要性 が求め られ 始めて い た、し か し、こ の 問題 は種 々 の 専門家が 協力
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し て 対策を推進す る こ とが 不 可欠 との 考え の 下に 、関心 ある専門家や関係機関が 協力するた め の

組織づ く りの 取 り組みが 、1956年 に大 阪大学医 学部梶 原三 郎教授 、大 阪管区気象台 大谷東平台
長、大阪市衛生 研究所庄司光博 上、大阪 市立 大学堀内一弥教授 、大阪府 立労働科学研 究所牧亮吉

所長を発起人 と して 進め られ た 。 その 設立 の ため の 事務を気象台が担 当 し、筆者はそ の ために奔
走 した。こ の 結果、大阪 府、市 の 支援 の もとに 1956年 7 月そ の 組織 は 「近畿地 方大気汚染調査
連絡会」 と して 設 立 され た 。 京阪神 、和 歌 山、奈 良な どに所在す る大学 、 研 究機関、行政 、民間
企 業の 研究者 、技術者を は じめ として 関心 あ る多 くの 方 々 が加 入 され 、 学際的 な問題 で あ る大気

汚染の 調査研究協力組織が 、 わが 国の 煤煙 問題 の 発祥地で ある大阪 市に誕 生 した の で あ っ た
。

　本会 の 目的に 賛同す る官公 庁 、学校 、会社お よび 団体が参加 した。事業 とし て は 、（1） 大気

汚染実態調査 の 企画 （2）大気汚染に関す る資料の 調査研究 （3）構成員相互 の 密接な連絡の 保

持 、を挙 げた。当面 、種 々 の 専門家に よる講演会 、研究会が 実施 され た

　当時、大気中の 駿 化硫黄 の 測定法を開 発す る こ とが喫緊の 課 題であ っ た 。 こ の た め の 分科会

が設 け られ、検討の 結 果、フ ク シ ン ホル マ リ ン 法 が種 々 の 条件 か ら適切 で あ るとして、参加機関
会員の 協力の もとに 、 1957年 2 月 13〜18 日の 期間 、京阪神地域 22 地点に於 い て 二酸化硫黄の

同時観 測が行われ た。こ の よ うな測定は長 い 煤煙問題 の 歴 史を持 つ 大 阪で も初め て の 試み で あ り、
大気汚染対策の 歴史に於 い て も画期的な もの で あ っ た 。 そ の 後 も 4 年聞に わた り高濃度 の 冬季
に

・一
斉観測が実施され た。

一
方、筆者は μ1口裕博士 、森 口 実博士 に 鰯力 し て Thoma8 法 の 原 理

に基づ く二酸化硫 黄濃度 自動記録装置の 開発 を検討 し、試作 した。こ れ ら の 試 み を基 に して 、大

阪の 紀本電子工 業は大気汚染濃度の 自動測定記録装置を製作した。後者は尼崎市、四 日市市 、 大

阪市 、東京都を は じめ 全国各地 で大気汚染濃度の 連続測定に活躍 し、その 対策 の 促進 に大 い に 貢

献 した 。 そ の 業績 に対 し後年 、 大気環境学会賞 （技術賞） が紀本俊夫社 長に贈られ た。

大気環境学会 との 40 年有余

　 1956 年に 近畿 地方調査連絡会が 設 立 された後、1959 年 4 月東京 で開催 され た に 日本医学会総

会 にお い て 「都 市公害の 諸問題 」 と い うシ ン ポ ジ ア ム が 取 り 上げ られ 、 そ の 席上 、大気汚 染に関

す る研 究協議会を設立す べ き、との 意見が 出され た。 こ の よ うな経過を経て 1959 年 10 月国立

公 衆衛生院斉藤潔院長 、鈴木武夫部長、庄 司光博士 そ の 他 の 方が 「大気汚染研 究全国協議 会」 の

設立 を提唱 され 、 関心 あ る方 々 に発起人 を依頼 された。こ れ に賛同 され た 約 80 人 で 国立 公 衆衛

生院 にお い て 1959 年 12 月 に発起人会 が開催 され 、 会が創設 された。第 一
回総会は 1960 年 12

月 に東京 で 開催 され 、 筆者は評議員 に選任 され 、 そ の 後 、評議員制度が解消 した 2002 年 ま で継

続 して選任 され た。筆者は海外出張 中の 1968 年を除い て 2002 年の 第 43 回 年会ま で遼続 して

年会に 出席 した 。 そ の 間、1978〜2002 年度 に理 事、1990 〜 1992 年度に 常任理 事、1994〜2001

年度に副 会長に選任 され た。また 1992〜2001 年度 の 期間、近 畿支部長に 選任 され た 。

　学会活動の 約 40 年間 の 中で、長期間地域連絡 委員会の 運営 に従事 した 。 こ の 委員会は 、具体

的 に対策 を推進す べ き立 場に あ る人た ちが相互 に意見 を交換す る とともに 、 研 究者 と学問的、技

術的な交流を行 う こ とに よ っ て 大気汚染問題 の 解決に 寄 与 し よ うとい う目的で 設置 され 、1964

年 2 月に第 1 回 委員会が 東京で開催され た 。 そ の 後、東京 と大阪で年 1 回交 互に 開催され 、主

とし て賛助会員 （自治体お よび 企業）を対 象と し て 、毎年、そ の 時期にお ける大気汚 染対策上 の

重要課題 をテ
ー

マ と して 関係専門家の 話題提起等を中心 に自由な討論が深 め ら れ た 。 筆者は初期
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か ら 1997 年度 まで本委員会 の 幹事と して 、 1998〜2001 年度に は委員長 とし て 、 その 運 営に努

力 した 。 また、 1976 年度の 年会総会で 、大気 汚染と気象 に関す る研 究業績 に 対 し 大気 環 境学会

賞 （斉藤潔 賞）を受けた。

　 そ の 後 、公 害閣題か ら環境問題 へ と推移 し、ア カ デ ミ ッ ク な環境研 究が進む 中で 、本 学会の

あ り方や状況 も漸次変化 して きた わ け で あ る。
一方で 、大気汚染閙題 を科学的合理的に解 決す る

た め の 学際的学術団体と して の 使 命と責任は 、名称の 変更に関わ らず発足 当初 と不 変で あ り 、そ

の 研 究対象は大気汚染問題 の み に と どま らず 、よ り広汎 に 、か つ 複雑化 した 大気環境問題全般 に

わたる もの とな っ て きた こ とか ら、学会お よび学会員 の 社会的責任は大 きくな っ て きた。こ の よ

うな条件 の 下で 、2001 年秋 に秋 元肇会長 の 提案に よ り、「大気環境学会倫理綱領」 を定め る こ と

とな り、筆者は その 検討委員会委員長に指名 され 規 在 、検討 を進 め て い る と こ ろで ある。また、

1999〜2001 年度 に大気環境学会賞選考委員長を指名 され た 。

大気汚 染対策の 取 り組み

　1960 年代 に高度経済成長が始ま るとと もに大阪 の 大気汚染は急速に増大 し 、 市民 の そ の 対策

へ の 要請は 日増 し に強 くな っ た ため 、 市は総 合計画局に公 害対策部 を 1963年 に新設 した 。 筆者

は多年、大阪の 大気汚染に つ い て の 調査研究の 経験等を評価され て 公害対策部へ 招聘された。大

気 汚染対策 を科学的合理 的 に進 め るた め には 、気象台で の 調査 研 究 は具 体的対策に 対 し て 極 め て

間接的で 隔靴掻痒 の 感を抱い て い たの で 、行政の 場 で今まで の 成果を生か し、 対策に貢献 しよ う

と決断 して 、市か らの 招聘 を受け入 れ 1964 年、気象台を退 職 して大阪市に移籍 した 。 そ の 後、

対策 の 当面の 目標とし て の 環境管理基準 を、市公害対策審議会の 答申を受けて 定め ると ともに 、

対策 の 基礎で あ る近代的な大気汚染常時監視機構 を立案 し完成 した。当時の 大阪市の 臨海部の L

業地帯で は 、二 酸化硫黄濃度
・・
時間値 lppm 、日平均恒 0，4PP 皿 と い う高濃度 が観測 され て い た

た め、高濃度時の 予 防対策 とし て 気

象条件 と高濃度 との 解析結果を基礎　　
’
tt 。

に大気汚染予報に取 り組み 、予報に

よ り高濃麗 生前に主勲 甦 源に
　靴

二酸化 硫黄排出量 の 削減につ い て協

力を求めた 。

　大気汚 染防止 法に 基づ く硫 黄酸化

物総量規制 の 実施に際 して は 、極め

て 多数存在する 中小煙源 の 排出量 の

高精度の 把握 とそ の 拡散パ ラ メータ

の 科学的な選択 に慎重 に取 り組み 、

総量規制基準を決定 した。 こ の 結果、

早期 に T．酸化硫黄濃度 の 環境基準を

10Dm の接触 逆転層下 ．煙の 海の 中の ガ ス タ ン ク　tg50年 12月　　 （中野 遭 雄禰 影〉

達成す る こ とに成功 し た 。 こ の よ うに多くの 研究者の 優れ た研 究成果 をも行政対策 に 適用 す る こ

とに よ り対策を有効適切に 進 め る こ とが出来た。顧み て 、大気汚染研 究に取 り組ん だ初期 の 目的

は 、大阪 市の 公 害行政で の ひ た む きな努 力 を通 じて果 たす こ とが 出来た 。 激甚な わが 国 の 大都 市、

工 業地帯の 二酸化硫黄汚染の 画期的な対策 の 成功は 、国際的に も高 く評価 され た が
、 大気汚染研
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究の 成果 と住民の 粘 り強い 要求 と運動に依拠すると こ ろ大で あ っ た。筆者 は 1995 年 、環境月間
に環境庁長官よ り環境保全施策へ の 貢献 に対 し環境保全功労賞を授与 された。

上海市大気汚染対策マ ス タープ ラン 策定業務へ の 協力

　1968年 1 月か ら 2 年間、JICA の 「2000 年を対象 とした 上海市の 大気汚染対策マ ス タープ ラ

ン策定」 の 日中共 同プ ロ ジ ェ ク トに参加 し
、 延 べ 約 半年間滞在 して 、 そ の 期待に応 える成果を挙

げるこ とが出来た。その 後 も専門家派遣制度に よ り、 技術指導 と技術交流に努め、上海 市の 大気

汚染対策の 基礎作 りに貢献するこ とが 出来た 。 現地に 長期間滞在 し、上海 市の 研 究者、技術者 と

協力 し て 調査に取 り組ん だ経験は 貴重 で 有意義な もの で あ っ た 。
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